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学校通信 

    学校生活における大切なお知らせです     
 

2009年 1月 20日発行 第 69号 (毎月１回発行) 

 
 

 

●教務からのお知らせ                
 
●事務室からのお知らせ                

 
●保健室・カウンセリングスペースからのお知らせ     

 
●生徒支援からのお知らせ                        

 
●進路支援からのお知らせ                  12                                  

 

●今月の聖句                 

 

                

 

 

 
                            

 
 

  

 

 

 

 

 

 

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 
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｢学校通信｣はバックナンバーを含め、本校のホームページでも閲覧できます。 



 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
今年の正月はどのように過ごされましたか。家族と一緒に紅白歌合戦を見たり、友達と

一緒にカウントダウンコンサートに行ったり、家族や友人と正月旅行に行ったりして、の

んびり楽しく過ごすことができたでしょうか。また、アルバイトを頑張っていた人もいた

かもしれませんね。 

「帰って家族を大切にしてあげてください」という言葉は、マザーテレサがノーベル平

和賞受賞の際、インタビューで「世界平和のために私達はどんな事をしたらいいですか」

と問われて答えた言葉です。 

日頃は、支えあっている家族や友人の存在の大切さを忘れがちですが、１年中でこの時

期は、久しぶりに祖父・祖母の家に遊びに行ったりして、家族や親類の方々とのふれあい

の機会が多くあるのではないでしょうか。また、遠くの学校に行っている友人が久しぶり

に帰省してきて、楽しいひと時を過ごすこともできるでしょう。 

マザーテレサの言葉にあるように、身近にいる家族・友人や遠くにいる家族・友人を「大

切にしてあげてください」、そのことにより、自分自身の心の中にも安らぎを与えられ、 

これからはじまる１年が平和で安らぎに満ちた１年になるでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

今月のメッセージ 

 

 

 

 

「めいめい自分
じ ぶ ん

のことだけでなく、 

他人
た に ん

のことにも注意
ち ゅ う い

を払
は ら

いなさい。」 
フィリピの信徒への手紙 2章 4節 

2008 年６月～2009 年 5月  

    
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必要な教科・科目(必須科目)を履修すること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

                                        (｢2008年度学務の手引き｣より抜粋) 
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予定日程表 

 
 

 

日 曜 行事予定など  
 1   月  

1/22 木 1月集中講座レポート提出最終締切日（17時必着） 
1/23 金 CTガイダンス 

1/24 土 
〔後期学習状況報告〕、〔単位認定テスト受験資格確認表〕、〔筆記式テスト時
間割・出題範囲一覧〕〔レポート解答例集〕発送予定 
特別活動「街美化ボランティア」 

1/27 火 単位認定テスト（課題式テスト）発送予定 
1/28 水 「総合的な学習の時間Ｂ」 
1/29 木 「総合的な学習の時間Ｂ」 
1/30 金 「総合的な学習の時間Ｂ」 

 2  月  
2/1 日  
2 月 「総合的な学習の時間Ｂ」 
3 火  
4 水  
5 木  
6 金  
7 土  
8 日  
9 月 単位認定テスト（筆記式テスト） 
10 火  
11 水 （建国記念の日） 
12 木 単位認定テスト（筆記式テスト） 
13 金 単位認定テスト（筆記式テスト） 
14 土  
15 日  
16 月 単位認定テスト（筆記式テスト）、課題式テスト提出締切日（消印有効） 
17 火 筆記式テストの追テスト 
18 水 （筆記式テストの追テスト） 
19 木 〔学校通信〕発送予定 

20 金 
〔筆記式テスト答案〕〔筆記式テストの再テスト・再テスト代替課題の案内〕
発送予定 

21 土 特別活動「街美化ボランティア」（予定） 
22 日  
23 月  
24 火  
25 水 筆記式テストの再テスト日および再テスト代替課題提出締切日（15時必着） 
26 木  
27 金  
28 土 １年次・2年次対象｢保護者とともに進路を考える会｣ 

 3  月  
3/13 金 08年度後期卒業式 
3/16 月 ホームルーム・09年度前期講座説明会 
3/18 水 09年度前期講座登録開始（予定） 

 

 

 

スケジュール 

3 



 
 

 

 
 
 

 

 

【「後期学習状況報告」などの発送】 1月24日（土）  
 
後期最終の〔学習状況報告〕を1月24日（土）に発送します。あわせて、〔単位認   

定テスト受験資格確認表〕〔単位認定テストの実施方法および筆記式テスト出題範

囲・内容一覧と日程・時間割〕〔レポート解答・記述例集〕〔特別活動参加時間数〕な

どが同封されますので、これらをもとに、単位認定テストに備えましょう。 

（1月実施の集中講座については、2月初めに改めてお送りいたします) 
 

【単位認定テストについて】 
 

単位認定テストは、すべての講座で実施します。（「総合的な学習の時間」を除く） 
単位認定テストには、筆記式テスト、課題式テスト、実技式テストの３つの実施方   
法があります。 
各講座のテストが、どの実施方法でなされるか、よく確認して、間違いのないよう   
テストを受けてください。 
（各講座のテスト実施方法は、今回掲載している｢単位認定テストの実施方法および

筆記式テスト出題範囲・内容一覧｣でご確認ください） 

 
●テスト実施方法 
単位認定テストには、筆記式テスト、課題式テスト、実技式テストの３つの方法が 

      あります。各講座は、この 3つの方法のいずれかで、単位認定テストを実施します。 
（「総合的な学習の時間」を除く） 

 

■｢筆記式テスト｣について  
筆記式テストは、 2月9日（月）・12日（木）・13日（金）・16日（月）の4日間、 

実施します。｢学務の手引き｣に記載の日程を変更していますのでご注意ください。 

今からスケジュールを調整しておいてください。 

なお、筆記式テストは、スクーリングの曜日・時限とは異なる曜日・時限で実施しま

すので、十分注意してください。 

筆記式テストの時間割は1/24(土)に発送します。 

また、今回｢筆記式テストの出題範囲・内容一覧｣を載せていますので、テストの準備

を進めてください。 
受験できる講座については、1/24(土)に発送する〔単位認定テスト受験資格確認表〕
で確認の上、受験してください。  

 
＜筆記式テストが同じ日時で重なっている場合＞ 
受験できる講座の筆記式テストが、〔筆記式テスト日程・時間割〕で同じ日時に表

示されている場合は、〔単位認定テスト受験資格確認表〕で、一方を他の時限で受

験するように指示されます。筆記式テストは、1/24(土)に発送する〔受験資格確

認表〕に記載されている日付・時限・教室にしたがって受験してください。 

 

＜追テストを希望する場合＞ 

指定の日時に筆記式テストを受けることができない場合は、事前の届出により、 

2月17日（火）に追テストとして受験できます。（5講座を超える場合は翌日にも

実施） 

  届出に際しては、事情・理由は問いません（病院の診断書などは不要）が、追 

 

教務からのお知らせ 
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テスト料が1講座につき1,000円必要です。 



 
 

 

 
 
 

 

 

事前に「追テスト願」に必要事項を記入し、料金を添えて教員室受付けに提出し

てください。ただし、インフルエンザのように出席停止が求められる病気や大学

受験など、学校が相当の理由があると認める場合は、診断書・証明書の提出や受

験票の呈示などにより料金免除となります。 

また、遅刻などで受験できなかったテストは、その時間以降に追テストとして受

験できますので、手続きの上、受験してください。 

なお、いったん納入された追テスト料は、理由に関わらずお返しできませんので、

あらかじめご了承ください。 

 

＜再テストが必要になった場合＞ 

筆記式テスト（追テストを含む）が不合格となった講座は、再テスト[2月25日（水）

に実施]を受験（講座によっては再テストの代わりに課題提出）できます。 

再テスト受験または再テスト代替課題提出については、再テスト料・再テスト代

替課題料が1講座につき1,000円必要です。 

再テストに関する手続きなど詳しいことは、筆記式テスト結果の送付時（2/20(金)

に送付予定）に、該当者にお知らせします。 

いったん納入された再テスト・課題料についても、理由に関わらずお返しできま

せんので、あらかじめご了承ください。 

 

■｢課題式テスト｣について 
  課題式テスト実施講座の履修が認められた人（スクーリングとレポートの条件をクリ
アした人）に、該当講座の課題式テストを1月27日（火）に発送します。 

    みなさんは、自宅で課題式テストに取り組み、締切までに提出してください。 
締切までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 

    課題式テストの提出締切は、2月16日（月）17時（2/16の消印有効)です。 
提出方法など、詳細については、課題式テスト送付時にお知らせします。 

    なお、課題式テストには、追テスト、再テストはありません。 
提出された課題式テストが合格点に達しない場合は単位の修得はできません。 

 
■｢実技式テスト｣について 

    スクーリング期間中に、実施終了しています。 
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